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中
世
寺
院
社
会
に
お
け
る
「
東
寺
」
意
識

六
一　
（
六
一
）

は
じ
め
に

　

東
寺
住
僧
で
あ
っ
た
義
宝
が
撰
述
し
た
「
密
教
血
脈
惣
統
記

上
」（「
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
」（
以
下
「
観
智
院
」
と
略

す
）
一
八
六
箱
一
九
号
）
に
は
、
内
題
下
に
「
東
寺
沙
門
義
宝

述
」
と
あ
る
。
こ
の
「
東
寺
沙
門
」
と
い
う
自
称
表
記
は
真
言
密

教
に
お
け
る
聖
教
奥
書
な
ど
に
時
折
見
ら
れ
る
が
、
使
用
主
体
は

必
ず
し
も
東
寺
住
僧
に
限
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
醍
醐
寺
三
宝

院
門
跡
義
演
に
よ
る
「
義
演
准
后
日
記
」
慶
長
十
年
（
一
六
〇

五
）
四
月
廿
日
条
に
よ
れ
ば
、「
東
寺
南
大
門
造
畢
ニ
付
、
本
願

文
殊
院
棟
札
ノ
板
進
上
、
可
被
遊
之
由
申
送
了
、
即
領
状
、
明
日

幸
廿
一
日
也
、
日
付
旁
可
為
珍
重
之
間
、
書
之
、
可
遣
之
返
返
答

了
」
と
あ
る
。
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
の
地
震
に
よ
り
倒
壊
し

た
東
寺
南
大
門
の
再
建
が
成
り
、
義
演
は
本
願
で
あ
る
高
野
山
文

殊
院
勢
誉
よ
り
棟
札
の
執
筆
を
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
義
演

は
、
翌
日
は
弘
法
大
師
の
忌
日
に
あ
た
る
廿
一
日
で
日
付
も
良
い

と
し
て
快
諾
し
た
。
次
い
で
翌
日
条
に
は
、
義
演
が
記
し
た
棟
札

の
文
面
が
次
の
よ
う
に
転
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

東
寺
南
大
門
棟
札
事
板
ノ
ハ
ヽ
一
尺
三
寸
八
分
、

同
竪
四
尺
六
寸
、　　
　
　

ア
ツ
サ
一

寸
一
分　

檜
板
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
願
高
野
山
文
殊
院
勢
誉

　
　

大
檀
那
内
相
府
豊
臣
朝
臣
秀
頼
公
御
建
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
長
十
年
乙巳
四
月
廿
一
日

　
　

裏
書
也
、
四
行
書
之
、

当
寺
南
大
門
者
、
建
久
之
昔
、
依
頼
朝
卿
財
施
、
重
複
文

覚
上
人
成
風
於
旧
基
、
慶
長
之
今
、
為
秀
頼
公
御
願
、
再

造
勢
誉
法
印
華
構
於
古
跡
、
今
之
所
跂
昔
之
所
恥
也
、
然

者
檀
越
殿
下
済
川
之
水
久
澄
、
伽
藍
之
月
鎮
朗
、

中
世
寺
院
社
会
に
お
け
る
「
東
寺
」
意
識

西　
　
　

弥　

生



史　
　
　

学　

第
八
一
巻　

第
一
・
二
号

六
二　
（
六
二
）

東
寺
沙
門
義
演
記
之
、　　

　

棟
札
の
裏
書
に
は
南
大
門
の
由
緒
が
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
、
末
尾

に
「
東
寺
沙
門
義
演
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
義
演
は
当
時
東
寺
長

者
で
は
あ
っ
た
が
東
寺
に
止
住
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
醍
醐

寺
の
住
僧
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
東
寺
沙
門
」
と

自
称
し
、
そ
れ
が
東
寺
に
も
聖
俗
両
社
会
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
こ
の
記
述
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。「
金
剛
頂
降
三
世

極
秘
密
法
要
」（「
観
智
院
」
一
二
九
箱
八
号
）
に
見
ら
れ
る
文
和

三
年
（
一
三
五
四
）
二
月
十
四
日
の
校
合
奥
書
は
、「
東
寺
住
僧

賢
宝
生　廿
二
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。「
東
寺
住
僧
」
と
い
う
自
称

は
東
寺
に
住
し
た
僧
侶
が
用
い
た
呼
称
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
が
、
こ
れ
に
対
し
、「
東
寺
沙
門
」
は
東
寺
住
僧
に
限
定

さ
れ
ず
使
用
さ
れ
た
呼
称
で
あ
り
、
両
者
を
並
列
に
と
ら
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　
「
東
寺
沙
門
」
に
類
す
る
呼
称
と
し
て
は
、「
東
寺
末
学
」・「
東

寺
末
資
」・「
東
寺
末
葉
」・「
東
寺
流
」・「
東
寺
末
流
」
な
ど
が
あ

る
。「
東
寺
沙
門
」
と
同
様
に
こ
れ
ら
の
呼
称
も
東
寺
住
僧
に
よ

っ
て
使
用
さ
れ
た
が
、
醍
醐
寺
を
は
じ
め
、
東
寺
以
外
の
寺
僧
に

よ
る
使
用
例
も
多
々
確
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
寺
院
空
間
と

し
て
の
狭
義
の
東
寺
を
超
え
る
意
味
を
持
つ
東
寺
と
い
う
表
現
が

存
在
し
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、

ひ
と
ま
ず
こ
れ
を
「
東
寺
」
と
括
弧
付
き
で
表
記
し
て
お
く
こ
と

に
す
る
。

　

醍
醐
寺
に
伝
存
す
る
史
料
中
の
自
称
表
記
を
概
観
し
て
み
る
と
、

「
東
寺
沙
門
」
の
他
に
も
、
一
例
と
し
て
「
行
樹
院
三
論
末
資
澄

恵
」（「
醍
醐
寺
史
料
」（
以
下
「
醍
醐
」
と
略
す
）
四
七
〇
函
七

号
「
蔵
照
房
不
審
返
答
条
々
」
奥
書
）
や
、「
醍
醐
寺
三
宝
院
末

資
頼
瑜
」（「
醍
醐
」
四
四
三
函
一
号
─
一
二
「
薄
草
子
口
決
第

廿
」
奥
書
）
な
ど
自
身
の
属
す
る
宗
や
法
流
、
拠
点
と
す
る
院
家

を
冠
す
る
も
の
な
ど
様
々
あ
り
、
こ
う
し
た
自
称
表
記
を
通
し
て
、

そ
の
人
物
の
社
会
的
立
場
や
自
己
認
識
の
あ
り
方
が
端
的
に
示
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
の
多
彩
な
自
称
表
現
と
と
も
に
醍
醐
寺
史
料
の
中

に
見
出
さ
れ
る
「
東
寺
沙
門
」
と
い
う
呼
称
は
、
い
か
な
る
意
識

の
も
と
で
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
真
言
宗
史
を
語
る
際
に
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
東
寺
に

関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
膨
大
な
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
先
行
研
究
の
多
く
は
一
寺
院
と
し
て
の
狭
義
の
東
寺
に
関

す
る
研
究
で
あ
っ
て
、
個
別
寺
院
と
し
て
の
枠
を
超
え
て
存
在
し

た
は
ず
の
「
東
寺
」
の
意
味
や
実
態
に
つ
い
て
は
十
分
に
解
明
さ

れ
た
と
は
い
い
難
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
上
島
有
氏
に
よ
れ
ば
、

平
安
中
末
期
に
お
い
て
、
空
海
在
世
中
に
創
建
さ
れ
た
神
護
寺
・

弘
福
寺
・
高
野
山
な
ど
の
他
に
醍
醐
寺
・
大
覚
寺
・
仁
和
寺
等
の



中
世
寺
院
社
会
に
お
け
る
「
東
寺
」
意
識

六
三　
（
六
三
）

諸
寺
院
が
相
次
い
で
建
立
さ
れ
る
中
で
、
東
寺
の
自
立
と
い
う
こ

と
が
重
要
課
題
と
な
り
、
東
寺
長
者
観
賢
の
代
に
自
立
の
動
き
が

完
成
し
、
諸
寺
院
に
対
す
る
東
寺
の
優
位
性
が
確
立
さ
れ
た
と
指

摘
さ
れ
て
い
る（
１
）が、
そ
の
自
立
性
と
優
位
な
立
場
の
内
実
は
い
か

な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
東
寺
が
醍
醐
寺
や
仁
和
寺
を

は
じ
め
と
す
る
諸
寺
院
と
の
密
接
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
存
続
し

て
き
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に
醍
醐
寺
に
関
し
て
は
、

密
教
で
最
重
要
視
さ
れ
る
法
流
相
承
の
問
題
を
は
じ
め
、
寺
院
社

会
の
存
続
原
理
を
重
視
し
た
研
究
の
手
法
と
道
筋
が
永
村
眞
氏（
２
）や

藤
井
雅
子
氏（
３
）によ
っ
て
示
さ
れ
、
筆
者
も
修
法
を
柱
と
す
る
醍
醐

寺
の
宗
教
的
活
動
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
し
て
き（
４
）た。
そ
こ
で
、

次
の
段
階
と
し
て
は
そ
の
成
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
一
寺
院
と
し

て
の
狭
義
の
東
寺
を
超
え
て
存
在
し
た
「
東
寺
」
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
は
真
言
宗
史
の
解
明
に
必
須
の
課

題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ

き
、
一
寺
院
空
間
と
し
て
の
東
寺
と
い
う
枠
を
超
え
た
広
が
り
を

持
っ
て
存
在
し
た
「
東
寺
」
と
い
う
認
識
の
形
成
過
程
や
内
実
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

一　

自
称
表
記
と
し
て
の
「
東
寺
」

　

本
章
で
は
、「
東
寺
」
と
い
う
意
識
の
生
成
を
考
え
る
に
先
立

ち
、
史
料
上
に
明
確
に
確
認
し
得
る
自
称
表
記
と
し
て
の
「
東

寺
」
の
使
用
を
辿
っ
て
み
た
い
。
ま
ず
、
自
称
表
記
「
東
寺
」
の

登
場
時
期
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、「
三
十
七
尊
出
生
義
」（「
観
智

院
」
二
八
箱
一
五
号
）
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、「
天（一
〇
五
七
）

喜
五
年
九
月
廿

四
日
書
之
、
東
寺
沙
門
（
梵
字
）」
と
あ
る
。
こ
こ
で
「
東
寺
沙

門
」
を
称
し
た
人
物
が
誰
で
あ
る
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
十
一

世
紀
半
ば
の
段
階
で
一
寺
院
空
間
と
し
て
の
東
寺
を
超
え
た
「
東

寺
」
と
い
う
意
味
で
こ
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。
ま
た
、「
千
転
陀
羅
尼
観
世
音
菩
薩
呪
経
」（「
同
」
三
〇
箱

五
九
号
）
の
奥
書
に
は
、「
承（一
〇
九
八
）

徳
二
年
九
月
比
、
自
尊
勝（快
禅
カ
）
院
御
房

給
預
了
、
東
寺
末
学
僧
禎
意
本
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る

「
東
寺
末
学
僧
」
は
「
東
寺
沙
門
」
に
類
す
る
呼
称
と
み
な
さ
れ

る
。
禎
意
に
つ
い
て
「
血
脈
類
集
記
」
第
四（
５
）によ
れ
ば
、「
第
十
代
、

大（
性
信
）
御
室
弟
御
子
大
僧
正
寛
助　

付
法
三
十
三
人
」
と
し
て
「
禎
意

三
十
八
、
相
模
律
師
、
号
実
乗
房
、　

久
安
二
年
十
月
十
一
日
卒
、
六
十
七
、
元
永
二
年
二
月
二
十
六
日
、
室
宿
月
曜

於
同
院
受
之
」
と
あ
り
、
仁
和
寺
寛
助
か
ら
付
法
を
受
け
て
い
る

こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
加
え
て
、
寛
助
に
よ
る
天
永
四
年
（
一

一
一
三
）
の
孔
雀
経
法
勤
修
に
際
し
て
伴
僧
と
し
て
出
仕
し
て
い

る
こ
と
か
ら（
６
）も、
禎
意
は
仁
和
寺
僧
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、

「
千
転
陀
羅
尼
観
世
音
菩
薩
呪
経
」
奥
書
は
比
較
的
早
い
段
階
に

お
け
る
仁
和
寺
僧
に
よ
る
「
東
寺
」
僧
の
自
称
例
と
し
て
注
目
さ



史　
　
　

学　

第
八
一
巻　

第
一
・
二
号

六
四　
（
六
四
）

れ
る
。
そ
し
て
、
禎
意
は
康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）
に
東
寺
定
額

僧
に
補
任
さ
れ
て
い
る（
７
）が、「
東
寺
末
学
僧
」
を
称
し
た
の
は
そ

れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
東
寺
」
の
自
称
は
東
寺
の
寺
職

へ
の
就
任
と
は
関
係
な
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

東
寺
に
お
け
る
様
々
な
年
中
行
事
に
関
し
て
、
そ
の
次
第
や
所

作
等
も
含
め
て
撰
述
さ
れ
た
「
東
寺
年
中
行
事
雑
事
并
御
修
法
請

文
等
」（「
醍
醐
」
八
函
一
号
）
に
は
、
毎
年
三
月
廿
一
日
に
東
寺

灌
頂
院
に
お
い
て
勤
修
さ
れ
る
御
影
供
の
次
第
が
記
述
さ
れ
、
そ

の
中
に
祭
文
の
書
様
が
記
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
の
一
文
に
は
、

「
維
某
年
歳
次
三
月
廿
一
日
干
支
、
日
本
国
東
寺
沙
門
某
甲
等

敬
以
香
茶

之
奠
、
供
于
累
代
阿
闍
梨
耶
之
霊
、
惟
諸
阿
闍
梨
ハ
吾
道
祖
師

也
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
「
東
寺
沙
門
」
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
東
寺
御
影
供
は
延
喜
十
年
（
九
一
〇
）
に
観
賢
に
よ
っ

て
創
始
さ
れ
た
法
会
で
、
灌
頂
院
に
掲
げ
ら
れ
た
宗
祖
弘
法
大
師

を
は
じ
め
と
す
る
諸
祖
師
の
影
像
の
も
と
で
祖
師
供
養
を
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
観
賢
は
東
寺
長
者
で
あ

っ
た
が
、『
醍
醐
寺
新
要
録
』
巻
第
五
「
中
院
篇
」
に
、「
尊
師
御

伝
記
之
内
云
、
中
院
、
観
賢
僧
正
住
處
、
寛
平
法
皇
御
出
家
師
、

仍
常
住
仁
和
寺
」
と
あ
る
よ
う
に
、
醍
醐
寺
や
仁
和
寺
を
居
所
と

し
て
い
た
と
さ
れ
る
。「
東
長
儀
」
上（
８
）に記
さ
れ
る
御
影
供
次
第

に
よ
れ
ば
、
祭
文
自
体
は
当
座
の
凡
僧
の
う
ち
最
も
下
﨟
の
者
に

よ
っ
て
読
み
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
御
影
供
は
東

寺
長
者
を
中
心
と
し
て
勤
修
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
祭
文
の
文
中
に

あ
る
「
東
寺
沙
門
某
甲
等

」
と
の
箇
所
に
は
長
者
の
名
が
挿
入
さ
れ

る
と
み
な
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
東
寺
外
部
に
拠
点
を
持
ち
な
が
ら
真
言
宗
の
頂

点
た
る
地
位
に
あ
っ
た
東
寺
長
者
が
御
影
供
の
勤
修
に
際
し
て
東

寺
に
来
寺
し
、「
東
寺
沙
門
」
と
い
う
立
場
か
ら
勤
修
の
趣
旨
が

祭
文
を
通
じ
て
表
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
東
寺
沙
門
」
と
い

う
呼
称
は
東
寺
住
僧
と
し
て
で
は
な
く
、
東
寺
と
い
う
空
間
に
お

い
て
結
束
す
る
弘
法
大
師
の
門
徒
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
法
会
の
場
で
公
然
と
「
東
寺
沙

門
」
の
呼
称
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
、「
東
寺
」
と
い
う
概
念
が

真
言
宗
を
意
味
す
る
と
い
う
認
識
が
社
会
に
植
え
つ
け
ら
れ
る
重

要
な
契
機
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。「
東
寺
年
中
行
事
雑
事
并
御

修
法
請
文
等
」
が
撰
述
さ
れ
た
の
は
保
延
六
年
（
一
一
四
〇
）
で

あ
る
が
、
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
形
式
の
祭
文
が
御
影
供
の
創
始
当

初
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、「
東
寺
沙
門
」

と
い
う
呼
称
の
使
用
は
十
世
紀
初
頭
ま
で
遡
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

醍
醐
寺
僧
が
「
東
寺
沙
門
」
と
い
う
呼
称
を
使
用
し
た
確
実
な

事
例
と
し
て
比
較
的
早
い
段
階
の
も
の
と
し
て
は
、
鎌
倉
後
期
成

立
「
舎
利
講
式
」（「
醍
醐
」
二
六
一
函
二
号
）
が
あ
る
。
奥
書
に
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は
、「
書
写
本
云
、
養
（
一
一
八
二
）
和
□二
□秊
二
月
上
旬
比
、
於
上
醍
醐
持
宝
王

院
製
之
、
先
達
作
式
数
本
集
之
、
或
取
捨
之
、
或
加
新
意
所
草
也
、

啓
白
并
廻
向
偏
依
願
加
之
、
東
寺
沙
門
勝
ー（賢
）」
と
あ
る
。
醍
醐
寺

で
は
年
中
行
事
と
し
て
毎
年
二
月
、
下
醍
醐
清
瀧
宮
拝
殿
に
お
い

て
舎
利
講
が
行
わ
れ
て
お（
９
）り、
本
書
は
そ
れ
に
伴
っ
て
作
成
さ
れ

た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
勝
賢
は
醍
醐
寺
の
住
僧
で
あ
っ
て
東
寺
に

常
住
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
東
寺
沙

門
」
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

中
世
醍
醐
寺
に
お
い
て
「
東
寺
沙
門
」
と
い
う
呼
称
を
最
も
多

用
し
た
の
は
、
三
宝
院
流
を
勝
賢
か
ら
相
承
し
た
成
賢
（
一
一
六

二
─
一
二
三
一
）
で
あ
ろ
う
。
成
賢
は
「
雨（請
雨
）言
雑
秘
記
」（「
醍

醐
」
一
〇
三
函
三
八
号
）
や
「
尊
勝
陀
羅
尼
并
般
若
心
経
発
願
」

（「
醍
醐
」
一
四
五
函
六
号
）
を
は
じ
め
、
複
数
の
聖
教
奥
書
に

「
東
寺
沙
門
」
と
自
称
し
て
い
る
。
ま
た
、
成
賢
の
撰
述
に
か
か

る
聖
教
の
一
つ
で
あ
る
「
修
学
土
代
」（「
醍
醐
」
二
七
五
函
一

号
）
の
奥
書
に
は
、「
已
上
条
々
、
為
初
心
人
随
思
出
記
之
、
東

寺
沙
門
成
ー賢
」
と
あ
る
。
本
書
は
、「
東
寺
沙
門
」
と
い
う
意
識

の
も
と
、「
真
言
師
」
と
し
て
心
得
る
べ
き
条
目
を
記
し
た
も
の

で
、「
自
〔
事
〕相
」・「
教
相
」
を
は
じ
め
と
す
る
数
項
目
に
つ
い
て
簡

潔
に
要
点
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、「
醍
醐
寺
僧
」

と
し
て
で
も
「
三
宝
院
流
」
と
し
て
で
も
な
く
、「
真
言
師
」
と

し
て
肝
要
な
条
目
と
銘
打
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
修

法
勤
修
に
お
け
る
豊
か
な
実
績
を
持
つ
成
賢
に
は
多
数
の
門
弟
が

お
り
、
ま
た
入
滅
後
も
「
成
賢
門
徒
」
は
寺
内
に
お
け
る
一
大
勢

力
で
あ
り
続
け
る
な
ど
、
成
賢
は
祖
師
と
し
て
後
代
に
も
大
き
な

影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
（
（（
（
て
、
成
賢
の
撰
述
に
か
か

る
聖
教
は
多
く
書
写
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
書
写
が
重
ね
ら
れ
る

中
で
、
醍
醐
寺
に
お
い
て
「
東
寺
」
が
真
言
宗
を
意
味
す
る
と
い

う
認
識
に
基
づ
く
「
東
寺
沙
門
」
の
呼
称
は
次
第
に
浸
透
し
て
い

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
醍
醐
寺
僧
や
仁
和
寺
僧
に
よ
る
「
東
寺
沙
門
」
の

自
称
例
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
東
寺
の
住
僧
以
外
の
「
東
寺
」

の
自
称
は
、
畿
内
に
お
け
る
真
言
宗
の
中
核
的
寺
院
に
限
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
例
と
し
て
、
相
模
国
宝
金

剛
寺
に
伝
わ
る
「
蘇
悉
地
羯
羅
経
」
巻
下
奥
（
（（
（
書
に
は
、
次
の
よ
う

に
あ
る
。

願
以
此
書
写
力
、
得
秘
密
伝
法
身
必
成
、
仏
法
興
隆
、
化
度

利
生
力
、
仍
志
趣
如
斯
、
敬
白
、
於
大
日
本
国
相
州
鎌
倉
書

写
畢
、永（一

二
九
四
）

仁
二
年
大
歳
甲
午
六
月
十
五
日　
　

権東寺
流
金
剛
仏
子

律
師
定
聖
（
花

押
）

願
以
書
写
力　

普
及
於
一
切　

我
等
與
衆
生　

皆
共
成
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「
東
寺
流
」
と
い
う
自
称
も
「
東
寺
沙
門
」
に
類
す
る
も
の
で

あ
り
、
こ
う
し
た
表
現
が
十
三
世
紀
末
の
段
階
で
鎌
倉
で
も
用
い

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
ま
た
、「
伝
法
灌
頂
記 

上
」（「
観
智
院
」
二
二
一
箱
二
号
）
に
よ
れ
ば
、

建（一
三
三
八
）

武
五
年
甲寅
二
月
廿
五
日
、
於
西
大
寺
三
室
小
坊
筆
ヲ
馳
畢
、

東
寺
末
葉
西
大
寺
沙
門
金
剛
仏
子
（
梵
字
）

　
　

一
交
了
、

と
あ
り
、
西
大
寺
僧
某
も
「
東
寺
末
葉
」
を
自
称
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、「
東
寺
」
を
称
し
た
寺
僧
は
鎌
倉
や
南
都
に
も
及
ん

で
お
り
、
地
域
的
な
広
が
り
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
空
間
と
し
て
の
東
寺
を
超
え
た
「
東
寺
」
と

い
う
自
称
表
記
が
い
つ
頃
か
ら
登
場
し
た
の
か
を
見
て
き
た
が
、

「
門
葉
記
」
巻
第
百
五
十
四
「
御
修
法
條
（
（（
（
々
」
に
は
そ
の
位
置
づ

け
が
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
御
修
法
條
々
」
の
末
尾
に
は
、

「
文（
一
三
五
三
）

和
二
年
正
月
中
旬
、
書
進
禁
裏
之
草
本
也
」
と
の
奥
書
が
あ

り
、
本
書
は
公
家
に
進
上
す
る
に
あ
た
っ
て
作
成
さ
れ
た
草
本
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、「
常
途
勤
行
御
修
法
等

事
」
と
し
て
、「
山
門
慈
覚
大
師
流
」・「
三
井
寺
智
證
大
師
流
」・「
東

寺
弘
法
大
師
流
」
に
伝
わ
る
修
法
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

弘
法
大
師
空
海
を
祖
と
す
る
法
流
を
意
味
す
る
東
寺
と
い
う
表
現

が
山
門
・
三
井
寺
と
並
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
狭
義

の
東
寺
一
寺
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
弘
法
大
師
流
」
を
継
承
す
る
諸

寺
院
を
包
摂
す
る
呼
称
で
あ
り
、
真
言
宗
の
代
名
詞
と
し
て
聖
俗

両
社
会
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
真
言
密
教
を

伝
授
し
た
者
は
弘
法
大
師
の
門
徒
と
し
て
の
意
識
を
共
有
し
た
が
、

「
東
寺
沙
門
」
を
は
じ
め
と
す
る
「
東
寺
」
僧
の
自
称
は
、
単
に

弘
法
大
師
の
門
葉
と
い
う
意
識
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
加
え
て
東

寺
と
の
密
接
な
関
係
を
意
識
す
る
中
で
生
み
出
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
弘
法
大
師
の
法
流
を
継
承
し
、
東
寺

を
中
核
に
結
び
つ
く
諸
寺
院
か
ら
構
成
さ
れ
、
真
言
宗
を
意
味
す

る
東
寺
と
い
う
表
現
を
、
一
寺
院
空
間
と
し
て
の
狭
義
の
東
寺
と

区
別
し
て
「
東
寺
」
と
括
弧
付
き
で
表
記
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
成
立
の
「
元
亨
釈
書
」
に
は
、「
延

暦
之
末
、
伝
教
・
弘
法
一
時
異
受
、
故
有
台
密
、
有
東
密
」
と
あ

り
、
こ
れ
が
「
台
密
」・「
東
密
」
と
い
う
呼
称
の
初
見
と
さ
れ
て

い
る
。
天
台
宗
の
密
教
は
そ
の
一
字
を
と
っ
て
台
密
と
称
さ
れ
る

の
に
対
し
、
真
言
宗
の
密
教
は
そ
う
で
は
な
く
、
敢
え
て
「
東

密
」
と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
「
東
密
」
は
東
寺
一
寺
の

密
教
で
は
な
く
、
東
寺
を
中
核
と
す
る
「
弘
法
大
師
流
」
の
諸
寺

す
な
わ
ち
「
東4

寺
」
の
密4

教
を
略
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。

「
東
寺
」
と
い
う
概
念
か
ら
派
生
的
に
「
東
密
」
と
い
う
呼
称
も
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生
み
出
さ
れ
、「
台
密
」
に
比
肩
す
る
「
東
密
」
が
真
言
密
教
の

代
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

二　
「
東
寺
」
意
識
の
形
成

　

前
章
に
お
い
て
、「
東
寺
」
と
い
う
自
称
表
記
が
史
料
上
に
確

実
に
見
ら
れ
る
の
は
十
一
世
紀
半
ば
で
、
早
け
れ
ば
十
世
紀
初
頭

の
段
階
で
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

し
か
し
、「
東
寺
」
と
い
う
意
識
そ
の
も
の
は
自
称
表
記
と
し
て

の
登
場
以
前
に
生
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
本
章
で
は
こ
う
し

た
意
識
が
い
か
な
る
過
程
で
芽
生
え
、
確
立
し
て
い
っ
た
の
か
を

辿
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

そ
も
そ
も
、「
東
寺
」
と
い
う
自
称
が
醍
醐
寺
僧
や
仁
和
寺
僧

に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
に
先
立
ち
、
弘
法
大
師
か
ら
東
寺
を
継
承

し
た
実
恵
は
既
に
「
東
寺
」
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
承
和
十
年
（
八
四
三
）
十
一
月
十
六
日
「
太
政
官
（
（（
（
符
」

は
実
恵
の
奏
上
を
受
け
て
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
東
寺
に
お

け
る
伝
法
灌
頂
・
結
縁
灌
頂
の
創
始
が
こ
れ
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ

た
。
冒
頭
に
「
応
為
国
家
於
東
寺
定
真
言
宗
伝
法
職
位
并
修
結
縁

等
灌
頂
事
」
と
あ
り
、「
真
言
宗
」
の
伝
法
灌
頂
・
結
縁
灌
頂
が

東
寺
に
お
い
て
勤
修
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
点
に
注
目
さ
れ
る
。

以
下
、
実
恵
に
よ
る
奏
上
が
引
用
さ
れ
る
中
で
、「
夫
於
灌
頂
有

結
縁
、
有
伝
法
、
結
縁
者
謂
随
時
競
進
者
皆
授
之
、
伝
法
者
謂
簡

人
待
器
而
方
許
之
」
と
あ
る
。
東
寺
に
お
け
る
伝
法
灌
頂
は
資
質

の
備
わ
っ
た
然
る
べ
き
人
物
に
授
け
ら
れ
、「
真
言
宗
」
の
阿
闍

梨
を
再
生
産
す
る
機
能
を
負
っ
て
創
始
さ
れ
た
法
会
で
あ
る
。
実

恵
は
「
令
其
宗
長
老
阿
闍
梨
於
東
寺
授
与
伝
法
職
位
」
こ
と
を
申

請
し
、
承
和
十
年
十
二
月
九
日
に
「
宗
長
老
」
実
恵
に
よ
る
阿
闍

梨
位
の
授
与
を
許
可
す
る
官
符
が
下
さ
れ
た
。
実
恵
は
結
縁
灌
頂

に
関
し
て
も
同
じ
く
「
宗
長
老
」
に
よ
る
勤
修
を
意
図
し
て
い
た

と
判
断
さ
れ
、
承
和
十
一
年
（
八
四
四
）
三
月
十
五
日
に
最
初
の

東
寺
結
縁
灌
頂
が
実
恵
に
よ
っ
て
勤
修
さ
れ
て
い
る
。
現
実
と
し

て
真
言
宗
に
属
す
る
諸
僧
が
全
て
東
寺
に
参
集
し
て
法
会
を
勤
修

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
て
も
、「
真
言
宗
の
法
会
」
と
い
う

位
置
づ
け
は
常
に
意
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
一
連

の
経
緯
か
ら
推
測
す
る
に
、
実
恵
は
東
寺
に
お
け
る
伝
法
・
結
縁

両
灌
頂
を
創
始
す
る
に
あ
た
り
、
東
寺
長
者
＝
真
言
宗
の
頂
点
と

い
う
位
置
づ
け
と
、
東
寺
を
中
核
と
す
る
真
言
宗
す
な
わ
ち
「
東

寺
」
と
い
う
構
想
を
既
に
持
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
空
海
か
ら

東
寺
を
継
承
し
、
自
ら
の
拠
点
で
あ
る
東
寺
を
中
核
と
し
て
真
言

宗
の
興
隆
を
図
ろ
う
と
す
る
実
恵
の
「
東
寺
」
意
識
が
灌
頂
の
創

始
に
垣
間
見
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
東
寺
の
外
に
拠
点
を
持
つ

醍
醐
寺
僧
や
仁
和
寺
僧
に
よ
る
「
東
寺
沙
門
」
と
い
う
自
称
に
象



史　
　
　

学　

第
八
一
巻　

第
一
・
二
号

六
八　
（
六
八
）

徴
さ
れ
る
「
東
寺
」
意
識
と
、
東
寺
継
承
者
で
あ
る
実
恵
の
「
東

寺
」
構
想
を
本
質
的
に
同
じ
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
よ
い
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
こ
で
次
に
、
古
く
か
ら
「
東
寺
」
僧
を
自
称
し
て
い

た
醍
醐
寺
僧
や
仁
和
寺
僧
は
い
か
な
る
経
緯
で
「
東
寺
」
意
識
を

強
め
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

東
寺
外
部
の
寺
僧
の
「
東
寺
」
意
識
生
成
を
考
察
す
る
上
で
重

要
な
前
提
と
な
る
の
は
、
東
寺
長
者
の
法
務
兼
任
と
い
う
事
実
で

あ
る
。
そ
の
先
蹤
を
成
し
た
の
は
、
空
海
の
門
弟
の
一
人
で
、
嘉

祥
寺
の
別
院
と
し
て
創
建
さ
れ
た
西
院
（
後
の
貞
観
寺
）
を
拠
点

と
し
た
真
雅
で
あ
る
。「
東
寺
長
者
補
任
」
に
よ
れ
ば
、
真
雅
は

承
和
四
年
（
八
三
七
）
に
東
寺
に
入
寺
し
て
お
り
（
元
慶
三
年

（
八
七
九
）
の
項
）、
貞
観
二
年
（
八
六
〇
）
に
至
り
東
寺
長
者
に

加
任
さ
れ
、
翌
年
に
は
一
長
者
に
就
任
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
貞

観
十
四
年
（
八
七
二
）
に
真
言
宗
と
し
て
初
め
て
法
務
に
補
任
さ

れ
、
東
寺
長
者
と
法
務
兼
任
の
初
例
を
築
い
た
。
こ
の
先
例
に
引

き
続
き
真
言
宗
か
ら
法
務
に
任
じ
ら
れ
た
の
が
仁
和
寺
益
信
で
あ

る
。
益
信
は
寛
平
三
年
（
八
九
一
）
十
二
月
廿
九
日
に
東
寺
長
者

に
就
任
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
同
六
年
（
八
九
四
）
に
法
務
を
兼

任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
益
信
と
同
日
に
法
務
に
補
任

さ
れ
た
の
が
醍
醐
寺
聖
宝
で
あ
る
。
後
に
聖
宝
は
寛
平
七
年
（
八

九
五
）
十
二
月
廿
九
日
に
東
寺
二
長
者
に
補
任
さ
れ
て
法
務
と
兼

任
す
る
こ
と
と
な
り
、
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
に
至
っ
て
一
長
者

に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
益
信
・
聖
宝
に
次
い
で
東
寺
長
者
と
法
務

の
兼
任
例
を
作
っ
た
の
が
醍
醐
寺
観
賢
で
あ
る
。
観
賢
は
延
喜
九

年
（
九
〇
九
）
に
東
寺
長
者
に
補
任
さ
れ
、
延
喜
十
二
年
（
九
一

二
）
に
法
務
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

通
説
で
は
貞
観
十
四
年
（
八
七
二
）
に
東
寺
長
者
真
雅
が
正
法

務
に
、
興
福
寺
大
威
儀
師
延
寿
が
権
法
務
に
補
任
さ
れ
て
以
降
、

東
寺
長
者
が
法
務
を
兼
務
す
る
慣
例
が
で
き
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

元
来
、
東
寺
長
者
の
地
位
に
あ
る
こ
と
は
法
務
補
任
の
前
提
条
件

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
記
の
事
例
を
見
る
に
、
聖
宝
は
東

寺
長
者
補
任
に
先
立
っ
て
法
務
に
補
任
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ

て
東
寺
長
者
で
あ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
法
務
補
任
の
前
提
条
件
と

い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
長

者
と
法
務
の
補
任
の
順
序
は
さ
て
お
き
、
実
態
と
し
て
東
寺
長
者

の
法
務
兼
任
が
真
雅
、
益
信
、
聖
宝
、
観
賢
と
続
く
中
で
、
醍
醐

寺
や
仁
和
寺
を
は
じ
め
と
す
る
真
言
宗
諸
寺
院
は
、
東
寺
長
者
へ

の
就
任
が
法
務
補
任
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
を
持
つ

に
至
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
東
寺
の
寺
職
へ
の
着

任
が
真
言
宗
僧
と
し
て
の
昇
進
に
つ
な
が
る
仕
組
み
の
基
礎
確
立

を
目
指
す
の
と
相
俟
っ
て
、
仁
和
寺
僧
や
醍
醐
寺
僧
の
「
東
寺
」

意
識
も
高
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
牛
山
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佳
幸
氏
に
よ
れ
ば
、
十
二
世
紀
中
葉
に
法
務
二
名
の
共
同
責
任
体

制
が
崩
れ
て
東
寺
一
長
者
に
法
務
の
実
権
が
移
り
、
そ
れ
か
ら
程

な
く
東
寺
に
僧
綱
所
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
も
の

の
、
必
ず
し
も
従
前
通
り
の
官
庁
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
お

ら
ず
、
惣
在
庁
・
公
文
が
直
接
法
務
の
居
所
に
参
集
し
て
指
揮
を

仰
い
だ
と
さ
れ
（
（（
（
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
醍
醐
寺
や
仁
和
寺
は
東
寺

空
間
に
お
け
る
実
体
的
な
政
治
的
機
能
を
求
め
て
い
た
わ
け
で
は

な
く
、
東
寺
長
者
兼
法
務
と
い
う
兼
任
の
事
実
を
重
視
し
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
経
緯
で
、
醍
醐
寺
や
仁
和
寺
を
は
じ
め
と
す
る

東
寺
外
部
の
寺
僧
の
「
東
寺
」
意
識
が
萌
芽
し
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
の
「
東
寺
」
意
識
に
基
づ
い
て
醍
醐
寺
僧
や
仁
和
寺
僧
は

い
か
な
る
行
動
を
と
っ
た
の
か
、
主
要
な
人
物
の
業
績
か
ら
辿
っ

て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
は
、
真
雅
に
次
い
で
東
寺
長
者
と
法
務
を
兼
任
し
た
仁
和

寺
益
信
の
「
東
寺
」
意
識
が
う
か
が
わ
れ
る
事
例
と
し
て
、
真
言

宗
の
年
分
度
者
を
め
ぐ
る
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
真
言
宗
年
分
度

者
は
承
和
二
年
（
八
三
五
）
正
月
廿
三
日
に
初
め
て
三
人
が
認
め

ら
（
（（
（
れ
、
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
四
月
十
七
日
に
新
た
に
三
人
が
加

え
ら
れ
て
六
人
に
な
っ
た
（
（（
（
が
、
課
試
・
得
度
を
何
処
で
行
う
か
を

め
ぐ
っ
て
東
寺
・
金
剛
峯
寺
・
神
護
寺
が
拮
抗
し
た
。
こ
う
し
た

経
緯
を
経
て
東
寺
長
者
益
信
は
「
六
人
年
分
、
惣
於
東
寺
可
試
之

状
、
官
符
明
白
、
自
此
之
後
、
於
東
寺
課
試
已
経
年
代
、
而
皆
去

根
本
之
東
寺
、
更
移
枝
葉
之
山
寺
、
伏
望
殊
沐
天
恩
、
如
舊
復
試

東
寺
」
と
奏
上
し
（
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
六
月
廿
六
日
「
太
政

官
（
（（
（
符
」）、
そ
の
後
、
旧
来
の
六
人
は
金
剛
峯
寺
お
よ
び
神
護
寺
で
、

ま
た
新
た
に
加
え
ら
れ
た
四
人
は
東
寺
で
課
試
・
得
度
さ
せ
る
こ

と
と
な
っ
た
（
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
七
月
四
日
「
太
政
官
（
（（
（
符
」）。

こ
う
し
た
奏
上
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
益
信
の
「
東
寺
」
意
識
は
、

特
に
「
根
本
之
東
寺
」・「
枝
葉
之
山
寺
」
と
い
う
表
現
に
凝
縮
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

次
に
、
観
賢
の
「
東
寺
」
意
識
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
て
み
よ

う
。
前
述
の
如
く
、
観
賢
は
延
喜
十
年
（
九
一
〇
）
に
東
寺
御
影

供
を
創
始
し
た
人
物
で
あ
る
。
勤
修
の
場
は
東
寺
灌
頂
堂
で
あ
り
、

「
真
言
宗
」
の
灌
頂
（
伝
法
灌
頂
・
結
縁
灌
頂
）
と
同
じ
空
間
内

に
勤
修
場
所
を
設
定
し
た
の
は
、
東
寺
御
影
供
も
同
じ
く
「
真
言

宗
」
の
法
会
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
観
賢
の
思
惑
に
基
づ

く
も
の
か
も
し
れ
な
い
。「
東
長
儀
」
上
に
記
さ
れ
る
御
影
供
次

第
に
よ
れ
ば
、

振
鈴
以
後
諸
僧
拝
祖
師
、
僧
綱
凡
僧
降
床
、
金
剛
界
年
、
僧
侶

次
第
直
進
、
胎
蔵
界
年
、
上
臈
経
幔
床
前
進
、
已
下
相
従
、
拝
西
四
祖
、

金
剛
薩
埵
・
龍
猛
・

龍
智
・
金
剛
智
、

并
北
一
祖
、
不
空
、
上
臈
右
廻
過
僧
列
前
、
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下
臈
次
第

付
其
後
、
南
行
経
南
廂
拝
東
四
祖
、
善
無
畏
・
一
行
・

恵
果
・
弘
法
、

并
北
三
祖
、

檜（実
恵
）
尾
・
貞（真
雅
）
観
寺
・

禅（宗
叡
）
林
寺
、

上
臈
五
廻
又
過
僧
列
前
、
下
臈
付
後

同
前
、

東
行
経
東

廂
廻
立
正
面
、

と
あ
り
、
灌
頂
堂
内
に
掲
げ
ら
れ
た
空
海
を
は
じ
め
と
す
る
諸
祖

師
の
御
影
に
対
す
る
礼
拝
が
御
影
供
の
中
核
的
所
作
で
あ
っ
た
と

み
な
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
祖
師
御
影
が
配
さ
れ
た
堂
内
の
様
子

に
つ
い
て
は
『
東
宝
記
』
第
二
所
収
の
指
図
か
ら
も
確
認
さ
れ
、

御
影
の
う
ち
日
本
の
諸
祖
師
は
空
海
以
下
、
真
如
・
実
恵
・
恵

運
・
真
紹
・
真
雅
・
真
然
・
源
仁
・
宗
叡
・
峯
斅
・
禅
念
と
い
っ

た
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
御
影
の
生
成
に
つ
い
て
『
東
宝
記
』
第
二
に

は
、「
祖
師
影
像
会
理
僧
都
筆
、
又
説
云
、
貞
崇
僧
都
筆
云
々
、

勧
修
寺
類
秘
抄
云
、
東
寺
諸
師
影
、
禅
誉
律
師
云
、
貞
崇
律
師
令

絵
云
々
」
と
あ
り
（「
一
堂
内
梵
字
并
祖
師
影
像
」
の
項
）、
会
理

（
八
五
二
─
九
三
五
）
筆
と
貞
崇
（
八
六
六
─
九
四
四
）
筆
と
の

二
説
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
会
理
は
宗
叡
か
ら
金
剛
界
法

を
、
慈
恩
寺
禅
念
か
ら
胎
蔵
界
法
を
受
け
、
実
恵
の
系
譜
に
連
な

る
人
物
で
あ
る
。
も
う
一
方
の
貞
崇
は
醍
醐
寺
聖
宝
の
門
弟
で
あ

り
、
醍
醐
寺
座
主
と
東
寺
長
者
お
よ
び
法
務
を
勤
め
た
人
物
で
あ

る
。
貞
崇
筆
と
い
う
説
を
支
持
し
た
禅
誉
は
、
大
御
室
性
信
か
ら

伝
法
灌
頂
を
受
け
た
仁
和
寺
僧
で
あ
る
。
醍
醐
寺
や
仁
和
寺
と
し

て
は
、
東
寺
御
影
供
を
東
寺
一
寺
に
限
ら
ず
「
東
寺
」
の
法
会
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
志
向
し
、
そ
の
勤
修
と
継
承
へ
の
関
与

に
積
極
的
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
う
し
た
立
場
に
あ
っ
て
仁

和
寺
禅
誉
は
諸
祖
師
御
影
の
制
作
者
に
関
し
て
、
御
影
供
に
対
す

る
東
寺
外
部
か
ら
の
主
体
的
な
関
与
を
裏
づ
け
る
貞
崇
説
を
支
持

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、『
東
宝
記
』
に
引
用
さ
れ
る
「
密

教
相
承
抄
上
」
に
よ
れ
ば
、
右
の
二
説
に
加
え
天
慶
六
年
（
九
四

三
）
成
立
と
す
る
説
も
存
在
し
、
も
し
そ
れ
が
正
し
け
れ
ば
御
影

供
の
創
始
段
階
に
は
全
て
の
影
像
が
揃
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
東
宝
記
』
の
指
図
に
記
さ
れ
る
全
て
の

諸
祖
師
の
影
像
が
御
影
供
の
創
始
段
階
に
お
い
て
既
に
完
成
し
て

い
た
と
い
う
確
証
は
得
ら
れ
な
い
も
の
の
、
弘
法
大
師
の
み
な
ら

ず
真
雅
を
は
じ
め
東
寺
の
外
部
に
拠
点
を
持
つ
諸
祖
師
へ
の
礼
拝

も
併
せ
て
行
い
、「
東
寺
」
の
法
会
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
可
視

的
に
表
現
す
る
こ
と
が
、
御
影
供
を
創
始
し
た
観
賢
の
目
論
見
と

し
て
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
東
寺
は
高
野
山
と
対

立
関
係
に
あ
っ
た
が
、
諸
祖
師
の
中
に
高
野
山
真
然
も
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
は
、
高
野
山
も
「
東
寺
」
に
属
す
る
と
い
う
東
寺
・
醍

醐
寺
・
仁
和
寺
等
の
側
の
認
識
を
表
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
観
賢
の
「
東
寺
」
意
識
を
示
す
動
き
と
し
て
「
三
十
帖

策
子
」
の
東
寺
へ
の
返
還
要
求
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
東
宝
記
』
第
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六
に
は
、「
延御記喜
十
八
年
三
月
一
日
午
剋
、
大
僧
都
観
賢
令
持
故

大
僧
正
空
海
自
唐

来
真
言
法
文
策
子
卅
帖
参
入
訖
、
返
付
仰
令

蔵
東
寺
、
永
代
不
紛
失
、
此
策
子
、
是
空
海
入
唐
、
自
所
受
伝
之

法
文
・
儀
軌
等
也
、
其
文
即
空
海
及
橘
逸
勢
書
也
、
其
上
首
弟
子

等
相
次
受
伝
、
至
于
僧
正
真
然
、
随
身
蔵
置
高
野
寺
、
其
後
律
師

無
空
為
彼
寺
座
主
、
持
此
法
文
出
於
他
所
、
無
空
没
後
、
其
弟
子

等
不
返
納
」
と
の
如
く
、「
三
十
帖
策
子
」
が
東
寺
を
離
れ
た
経

緯
が
記
さ
れ
る
。
真
然
の
代
に
高
野
山
に
持
ち
出
さ
れ
た
本
書
は
、

延
喜
十
九
年
（
九
一
九
）
に
至
っ
て
東
寺
に
返
納
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
同
年
十
一
月
九
日
「
観
賢
申
状
」
に
は
、「
今
或
人
申

云
、
件
法
文
元
来
在
高
野
者
、
此
後
生
人
只
見
元
慶
以
来
近
事
、

不
知
貞
観
以
往
旧
事
、
任
心
偏
申
也
」
と
あ
り
、
元
来
「
三
十
帖

策
子
」
は
高
野
山
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
高
野
山
側
は
主
張
し

た
が
、
そ
れ
に
対
し
東
寺
へ
の
返
納
を
求
め
た
観
賢
は
、「
東

寺
」
を
象
徴
す
る
本
書
は
東
寺
に
あ
る
べ
き
も
の
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
あ
た

る
延
喜
十
九
年
九
月
に
は
、
観
賢
が
高
野
山
検
校
に
補
任
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
高
野
山
も
「
東
寺
」
に
帰
属
す
る
と
い
う
意
識
が
、

少
な
く
と
も
醍
醐
寺
・
仁
和
寺
な
ど
「
東
寺
」
を
称
し
た
諸
寺
院

の
間
に
お
い
て
は
強
ま
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

次
に
、
東
寺
結
縁
灌
頂
の
勤
修
を
め
ぐ
る
問
題
か
ら
、
仁
和
寺

寛
助
の
「
東
寺
」
意
識
の
あ
り
様
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
東

寺
結
縁
灌
頂
は
寛
助
の
奏
請
に
よ
り
、
真
言
宗
僧
の
昇
進
に
つ
な

が
る
重
要
な
法
会
と
し
て
の
社
会
的
位
置
づ
け
を
得
る
に
至
っ
た
。

そ
の
前
提
に
は
、「
南
北
三
会
」（
興
福
寺
維
摩
会
・
宮
中
御
斎

会
・
薬
師
寺
最
勝
会
・
法
勝
寺
大
乗
会
・
円
宗
寺
法
華
会
・
同
最

勝
会
）
に
准
じ
て
僧
綱
補
任
に
つ
な
が
る
法
会
で
あ
っ
た
尊
勝
寺

結
縁
灌
頂
は
、
東
寺
・
延
暦
寺
・
園
城
寺
の
輪
転
に
よ
り
勤
修
さ

れ
て
い
た
が
、
こ
こ
か
ら
東
寺
が
撤
退
す
る
と
い
う
出
来
事
が
あ

っ
た
（「
中
右
記
」
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
三
月
廿
四
日
条
）。

こ
の
こ
と
を
含
め
、
そ
の
後
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
東
宝
記
』

第
四
「
一
以
小
灌
頂
労
任
僧
綱
事
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
永
久
元

年
（
一
一
一
三
）
十
月
廿
三
日
「
太
政
官
（
（（
（
牒
」
に
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
る
。

　
　

太
政
官
牒
東
寺

　
　
　

応
以
寺
家
恒
例
灌
頂
労
歴
貳
年
次
第
補
任
権
律
師
職
事
、

右
、
太
政
官
今
日
下
治
部
省
符

、
得
権
僧
正
法
印
大
和
尚

位
寛
助
今
年
九
月
廿
二
日
奏
状

、
謹
検
案
内
、
東
寺
灌
頂

者
、
承
和
聖
代
為
鎮
護
国
家
所
被
始
修
也
、（
中
略
）
倩
思

事
情
、
以
本
寺
之
勤
被
行
勧
賞
者
、
承
前
不
易
之
例
也
、
興

福
寺
維
摩
會
講
匠
補
僧
綱
是
也
、
准
件
例
、
不
勤
尊
勝
寺
灌

頂
、
只
以
本
寺
恒
例
之
灌
頂
、
為
其
労
続績〻
、
畢
両
部
之
後
、
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守
次
第
被
採
択
者
、
自
宗
専
成
歓
喜
之
思
、
他
宗
又
無
訴
訟

之
愁
、
大
師
記
文
云
、
莫
令
我
教
法
與
他
宗
雑
乱
者
、
而
尊

勝
寺
灌
頂
、
自
他
宗
相
互
勤
行
之
間
、
頗
違
彼
素
意
、
仍
於

尊
勝
寺
灌
頂
者
、
偏
被
付
天
台
宗
尤
穏
便
歟
、（
中
略
）
望

請
天
恩
、
因
准
傍
例
、
以
東
寺
灌
頂
労
行
勧
賞
、
次
第
被
補

権
律
師
職
者
、
奉
祈
万
歳
千
秋
之
御
願
、
将
為
令
法
久
住
之

基
趾
者
、（
下
略
）

　

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
法
会
勤
修
に
お
け
る
「
自
宗
」
と
「
他

宗
」
の
「
雑
乱
」
を
禁
ず
る
の
が
空
海
の
素
意
と
し
て
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、「
自
他
宗
相
互
勤
行
」
さ
れ
る
尊
勝
寺
結
縁
灌
頂
へ
の

関
わ
り
は
空
海
の
意
向
に
背
く
こ
と
に
な
る
と
し
て
東
寺
は
輪
番

か
ら
退
く
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
東
寺
長
者
で
あ
っ
た
仁
和
寺
寛

助
の
奏
上
は
、
尊
勝
寺
結
縁
灌
頂
は
専
ら
「
天
台
宗
」
の
結
縁
灌

頂
と
す
る
一
方
で
、「
真
言
宗
」
の
結
縁
灌
頂
と
し
て
勤
修
さ
れ

る
東
寺
結
縁
灌
頂
を
、
尊
勝
寺
結
縁
灌
頂
と
同
様
に
僧
綱
へ
の
昇

進
階
梯
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

永
久
元
年
八
月
に
寛
助
が
禁
中
に
て
勤
修
し
た
孔
雀
経
法
に
対
す

る
勧
賞
と
し
て
、
東
寺
結
縁
灌
頂
に
お
け
る
小
灌
頂
の
阿
闍
梨
を

二
年
勤
め
た
者
に
僧
綱
昇
進
を
認
可
す
る
と
い
う
形
で
、
寛
助
の

奏
上
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
東

寺
一
寺
の
法
会
に
と
ど
ま
ら
ず
「
東
寺
」
の
法
会
と
し
て
勤
修
さ

れ
て
き
た
東
寺
結
縁
灌
頂
は
、
寛
助
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
先

立
っ
て
昇
進
階
梯
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
顕
密
の
法
会
と
同
等

の
社
会
的
位
置
づ
け
を
得
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
東
寺
・
醍
醐
寺
や
仁
和
寺
の
寺
僧
間
で
「
東

寺
」
意
識
が
確
立
し
て
い
く
経
緯
を
辿
っ
た
が
、
東
寺
御
影
供
と

い
う
形
で
意
識
を
明
確
化
し
た
観
賢
の
代
に
は
「
東
寺
」
意
識
の

共
有
化
が
実
現
し
て
い
た
と
み
な
さ
れ
る
。
特
に
醍
醐
寺
・
仁
和

寺
に
と
っ
て
は
、
東
寺
外
部
に
拠
点
を
も
つ
真
雅
が
真
言
宗
で
初

め
て
法
務
に
補
任
さ
れ
、
そ
れ
に
引
き
続
き
聖
宝
・
益
信
・
観
賢

が
法
務
補
任
を
遂
げ
た
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
聖
宝
は
東
寺
長
者
就
任
以
前
に
法
務
に
補
任
さ
れ

て
い
る
が
、
真
雅
・
益
信
・
観
賢
は
い
ず
れ
も
東
寺
長
者
在
任
中

に
法
務
を
兼
務
す
る
に
至
り
、
こ
う
し
た
過
程
で
醍
醐
寺
・
仁
和

寺
に
と
っ
て
東
寺
へ
の
関
わ
り
は
昇
進
の
た
め
の
重
要
な
布
石
で

あ
る
と
の
認
識
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
、「
東
寺
」
意
識
形
成
の
素

地
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
先
に
検
討
し
た
醍
醐
寺
観
賢
お
よ
び

仁
和
寺
益
信
・
寛
助
の
「
東
寺
」
意
識
に
基
づ
く
業
績
は
い
ず
れ

も
、
東
寺
を
真
言
宗
の
中
核
に
位
置
づ
け
よ
う
と
い
う
元
来
実
恵

が
提
示
し
て
い
た
方
向
性
に
決
し
て
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
そ
れ
を
土
台
と
し
て
実
現
に
導
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
自
身
が
相
承
し
た
東
寺
を
拠
点
に
真
言
宗
の
興
隆
を
図
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る
こ
と
を
直
接
の
目
的
と
す
る
実
恵
の
「
東
寺
」
意
識
に
対
し
、

醍
醐
寺
僧
や
仁
和
寺
僧
の
「
東
寺
」
意
識
は
、
昇
進
の
足
が
か
り

と
い
う
い
た
っ
て
世
俗
的
な
側
面
で
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
た
東

寺
に
対
し
て
継
続
的
な
関
わ
り
を
求
め
、
東
寺
と
共
同
体
を
成
し

て
い
る
こ
と
を
顕
示
す
る
目
的
が
根
底
に
あ
っ
た
は
ず
で
、
同
じ

「
東
寺
」
と
い
う
意
識
で
あ
っ
て
も
生
成
の
契
機
は
必
ず
し
も
同

じ
と
は
い
え
な
い
。
そ
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
経
緯
で
醍
醐
寺
・

仁
和
寺
を
筆
頭
と
す
る
「
東
寺
」
を
自
称
す
る
諸
寺
院
が
積
極
的

に
東
寺
に
入
り
込
み
、
東
寺
を
中
核
と
す
る
真
言
密
教
を
打
ち
立

て
る
べ
く
世
俗
権
力
へ
の
働
き
か
け
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
弘

法
大
師
流
の
諸
寺
院
＝
「
東
寺
」、「
東
密
」
＝
真
言
密
教
で
あ
る

と
い
う
社
会
的
認
識
が
確
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

三　
「
東
密
」
を
支
え
た
根
本
要
件

　

十
四
世
紀
前
半
に
至
り
、「
東
密
」
と
い
う
語
が
真
言
密
教
の

代
名
詞
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
一

般
的
に
「
東
密
」
と
い
う
用
語
は
、「
真
言
宗
に
伝
わ
る
密
教
。

天
台
宗
の
台
密
に
対
す
る
呼
称
。
東
寺
を
根
本
道
場
と
す
る
。
唐

よ
り
帰
国
し
た
空
海
は
、
密
教
の
み
が
真
実
の
教
え
で
あ
る
と
し

て
、
東
寺
を
中
心
に
弘
布
し
た
。
の
ち
に
広
沢
・
小
野
二
流
に
分

か
れ
、
さ
ら
に
多
数
の
流
派
に
分
か
れ
た
」（『
角
川
日
本
史
辞

典
』「
東
密
」
の
項
）
と
い
う
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

先
に
も
指
摘
し
た
通
り
、「
東
密
」
と
は
東
寺
一
寺
の
密
教
で
は

な
く
、「
東
寺
」
の
密
教
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
醍
醐
寺
聖
宝

を
祖
と
す
る
法
流
と
仁
和
寺
益
信
を
祖
と
す
る
法
流
が
の
ち
に
小

野
流
・
広
沢
流
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の

両
流
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
「
東
寺
」
の
密
教
と
い
う
考
え
方
は
、

既
に
仁
和
寺
守
覚
（
一
一
五
〇
─
一
二
〇
二
）
の
撰
述
に
か
か
る

「
追
記
」
に
、「
東
寺
門
流
元
高
祖
大
師
之
伝
宝
雖
為
一
珠
、
末
資

之
慢
執
相
分
而
小
野
・
広
沢
之
後
、
既
及
十
餘
流
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
。
も
と
は
「
高
祖
大
師
之
伝
宝
」
と
し
て
「
一
珠
」
で
あ

っ
た
「
東
寺
門
流
」
が
分
派
し
て
小
野
流
と
広
沢
流
が
生
ま
れ
、

こ
の
両
流
が
東
寺
と
密
接
に
関
わ
る
中
で
「
東
密
」
の
存
続
が
支

え
ら
れ
て
い
っ
た
歴
史
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
東
寺
」
内
部
の
秩
序
を
支
え
、「
東
密
」
存
続

の
基
盤
を
成
し
た
根
本
要
件
と
し
て
血
脈
が
あ
る
。
血
脈
と
い
う

要
件
が
「
東
密
」
内
で
い
か
に
重
視
さ
れ
て
い
た
か
が
窺
わ
れ
る

一
例
と
し
て
、
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
か
ら
正
和
末
年
（
一
三

一
七
）
に
か
け
て
東
大
寺
と
醍
醐
寺
の
間
で
展
開
さ
れ
た
本
末
関

係
を
め
ぐ
る
相
論
が
あ
る
。
そ
の
内
容
を
辿
っ
て
い
く
と
、「
東

寺
」
を
称
し
た
醍
醐
寺
側
に
看
取
さ
れ
る
の
は
、
法
流
重
視
の
姿

勢
で
あ
る
。
こ
の
相
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
東
大
寺
側
の
立
場
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か
ら
検
討
さ
れ
た
永
村
眞
氏
「「
真
言
宗
」
と
東
大
寺
─
鎌
倉
後

期
の
本
末
相
論
を
通
し
て
─
」
が
あ
る
（
（（
（
が
、
醍
醐
寺
側
の
主
張
に

注
目
す
る
と
、
醍
醐
寺
が
「
東
寺
」
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い

た
か
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
諸
宗
兼
学
の
中
で
真
言
密
教

も
受
容
し
て
い
た
東
大
寺
は
、
空
海
が
東
大
寺
に
真
言
院
を
創
建

し
た
由
緒
に
よ
り
東
大
寺
を
「
真
言
宗
本
所
」
と
主
張
し
、
空
海

を
祖
と
仰
ぐ
諸
寺
を
「
末
寺
」
と
認
識
し
て
い
た
（「
東
大
寺

具
（
（（
（
書
」）。
そ
れ
に
対
し
醍
醐
寺
は
、「
於
真
言
一
宗
東
寺
為
根
本
、

東
大
寺
為
枝
末
之
条
、
明
白
也
」（「
醍
醐
寺
初
度
陳
（
（（
（
状
」）、

「
当（醍
醐
寺
）
寺
者
東
大
寺
真
言
之
本
寺
也
」（「
同
右
」）
と
の
認
識
を
持
っ

て
お
り
、
東
大
寺
の
主
張
す
る
「
東
大
寺
真
言
」
に
対
し
て
「
東

寺
密
教
」
の
正
統
性
と
優
位
な
立
場
を
こ
の
相
論
に
お
い
て
一
貫

し
て
強
調
し
て
い
る
。
永
村
氏
に
よ
れ
ば
、
東
寺
僧
・
醍
醐
寺
僧

は
所
職
に
関
わ
る
文
書
に
「
真
言
宗
東
大
寺
」
と
表
記
し
た
が
、

血
脈
を
最
重
視
す
る
一
方
で
出
家
・
得
度
の
「
本
寺
」
意
識
は
希

薄
で
あ
る
東
寺
・
醍
醐
寺
は
、
宗
祖
・
開
祖
の
「
本
寺
」
を
便
宜

的
に
踏
襲
し
、
実
体
の
な
い
ま
ま
に
「
真
言
宗
東
大
寺
」
と
形
式

的
に
記
載
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
相
論
に
お
け

る
醍
醐
寺
側
の
主
張
で
注
目
す
べ
き
も
の
を
見
て
み
よ
う
。

①　
「
顕
密
両
宗
内
、
先
密
宗
者
、
日
本
最
初
真
言
大
阿
闍
梨
耶

弘
法
大
師
給
預
東
寺
、
納
請
来
本
尊
・
道
具
・
経
論
、
永
為

真
言
宗
之
本
所
、」（
前
掲
「
醍
醐
寺
初
度
陳
状
」）

② 

「
大
師
以
真
言
密
宗
伝
貞
観
寺
僧
正
真
雅
、
々（真
雅
）々授
源
仁
僧

都
、
々（僧
都
）々天
慶
八
年
伝
醍
醐
寺
根
本
僧
正
聖
宝
、
々（聖
宝
）々又
寛

平
七
年
十
二
月
十
三
日
、
於
東
寺
伝
当（醍
醐
寺
）
寺
最
初
座
主
僧
正
観

賢
、
々（観
賢
）々以
来
一
十
餘
代
嫡
々
相
承
、
無
断
絶
、
雖
一
代
不

交
他
寺
之
相
承
、
伝
法
血
脈
明
鏡
也
、
独
為
東
寺
一
家
之
教

法
、
全
非
東
大
寺
之
密
宗
、」（
同
右
）

③ 

「
東
寺
真
言
者
、
当（醍
醐
寺
）
寺
之
相
承
也
、
当
寺
常
住
者
東
寺
之
僧

侶
也
、
人
法
已
無
別
、
本
末
何
有
差
、
夫
木
像
不
言
、
経
巻

無
口
、
当
寺
師
々
之
面
受
者
、
豈
有
東
寺
代
々
之
口
决
乎
、

依
之
高
祖
相
承
之
秘
决
、
聖
宝
伝
来
之
本
尊
・
秘
曼
荼荼
羅
・

重
書
・
道
具
悉
悉
（
衍
カ
）留
当
寺
、
子
細
見
元
海
大
僧
都
状
等
、

（
中
略
）
以
東
寺
・
当
寺
為
我
宗
之
本
寺
事
、
子
細
如
斯
、」

（「
醍
醐
寺
重
陳
（
（（
（
状
」）

　

①
で
は
ま
ず
、
弘
法
大
師
が
東
寺
を
賜
り
、
唐
か
ら
請
来
し
た

本
尊
・
道
具
・
経
論
を
東
寺
に
納
め
た
こ
と
を
も
っ
て
東
寺
を

「
真
言
宗
之
本
所
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
②
で
は
、
空
海
─
真

雅
─
源
仁
と
い
う
流
れ
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
真
言
密
教
の
嫡
流

を
醍
醐
寺
聖
宝
が
相
承
し
た
と
主
張
し
、
血
脈
上
に
お
け
る
東
寺

と
醍
醐
寺
と
の
繋
が
り
を
強
調
す
る
。
次
い
で
、
こ
れ
を
根
拠
に

③
で
は
、「
東
寺
真
言
」
は
醍
醐
寺
が
相
承
し
て
い
る
こ
と
、
醍
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醐
寺
の
常
住
僧
は
「
東
寺
之
僧
侶
」
で
あ
る
と
主
張
し
、「
東
寺

真
言
」
は
東
寺
の
寺
僧
代
々
の
口
決
に
よ
る
の
で
は
な
く
醍
醐
寺

に
お
け
る
代
々
の
面
受
に
よ
っ
て
相
承
さ
れ
て
き
た
と
述
べ
て
い

る
。
そ
し
て
、
弘
法
大
師
が
相
承
し
た
「
秘
決
」
や
聖
宝
伝
来
の

本
尊
・
秘
曼
荼
羅
・
重
書
・
道
具
は
み
な
醍
醐
寺
に
留
め
置
か
れ

て
い
る
と
し
て
、
東
寺
と
と
も
に
醍
醐
寺
も
真
言
宗
の
「
本
寺
」

で
あ
る
と
述
べ
、「
東
大
寺
之
密
宗
」
に
対
す
る
「
東
寺
真
言
」

の
優
位
性
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
こ
で
醍
醐
寺
は
、
弘
法
大
師
勅

給
の
寺
院
と
の
由
緒
を
も
つ
東
寺
を
真
言
宗
の
本
寺
と
尊
重
し
な

が
ら
も
、
嫡
流
相
承
と
い
う
視
点
か
ら
醍
醐
寺
も
東
寺
に
並
ぶ
本

寺
で
あ
る
と
自
寺
を
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
主

張
を
支
え
て
い
る
の
は
一
貫
し
て
血
脈
の
正
統
性
に
他
な
ら
ず
、

法
流
相
承
と
い
う
要
件
が
「
東
寺
」
の
中
で
共
通
認
識
と
し
て
重

ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
基
づ
く
醍
醐
寺
側
の
見
解
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
真
言
宗
の
「
本
寺
」
を
め
ぐ
っ
て
醍
醐
寺
と
争
っ
た
東

大
寺
で
あ
る
が
、
東
大
寺
僧
が
醍
醐
寺
座
主
お
よ
び
東
寺
長
者
に

補
任
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
東
大
寺
僧
を
醍
醐
寺
僧
は

ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
う
か
が
わ
れ
る

の
が
、
醍
醐
寺
に
よ
る
次
の
主
張
で
あ
る
。

一
東
大
寺
依
無
真
言
宗
、
彼
寺
々
僧
等
入
当（醍
醐
寺
）
寺
々
僧
、
学
密

教
事
、

右
、
東
大
寺
無
真
言
教
、
故
寺
僧
等
古
来
入
当
寺
々
僧
、

被
許
灌
頂
受
法
事
、
代
々
軌
徹
也
、
上
古
中
古
不
可
勝

許〔計
〕近
曽
、
東
大
寺
聖
実
大
僧
正
東
南
院
、
者
、
受
灌
頂
於
当
寺

之
憲
深
僧
正
、
東
大
寺
聖
兼
大
僧
正
者
、
受
当
寺
定
済
大

僧
正
、
今
之
聖
忠
大
僧
正
者
、
受
灌
頂
於
当
寺
玄
慶
憲
深
僧
正

門
弟
、
灌

頂
資
、

・
頼
瑜
実
深
僧
正
・
実
勝
法
印

印
可
并
灌
頂
弟
子
、

両
法
印
、
東
大
寺
有

真
言
相
承
之
師
者
、
何
故
入
他
寺
之
寺
僧
、
学
其
流
、
勤

公
請
乎
、
剰
依
此
受
法
、
加
宗
貫
長
、
補
当
寺
之
執
務
、

蒙
其
重
恩
、
荷
彼
厚
徳
、
然
則
当
寺
者
真
言
之
本
寺
大
〔
本
〕師

也
、
東
大
寺
者
、
受
学
之
末
寺
・
末
資
也
、（
前
掲
「
醍

醐
寺
初
度
陳
状
」）

　

元
来
、
東
大
寺
に
真
言
の
教
え
は
な
く
、
真
言
密
教
を
相
承
し

て
い
る
師
が
い
な
い
た
め
に
、
東
大
寺
僧
は
代
々
醍
醐
寺
に
入
寺

し
て
付
法
を
受
け
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
東
大
寺
僧

が
醍
醐
寺
座
主
お
よ
び
東
寺
長
者
に
補
任
さ
れ
た
の
は
、
専
ら
醍

醐
寺
に
お
け
る
法
流
相
承
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
と
強
調
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

醍
醐
寺
座
主
に
補
任
さ
れ
た
東
大
寺
僧
と
し
て
、
こ
の
相
論
に

比
較
的
近
い
時
期
で
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

１　

聖
兼
…
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
補
任
。「
第
四
十
三
前
僧

正
聖
兼
猪
熊
大
殿
息
、
三
論
宗
、
阿
弥
陀
院
行
誉
法
印
入

壇
資
、
定
済
入
壇
資
、
東
大
寺
別
当
、
東
南
院
、
」
と



史　
　
　

学　

第
八
一
巻　

第
一
・
二
号

七
六　
（
七
六
）

あ
る
（『
醍
醐
寺
新
要
録
』
巻
第
十
四
「
座
主
次
第

篇
」）。

２　

聖
忠
…
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
補
任
。「
第
五
十
一
前
大

僧
正
聖
忠
鷹
司
前
関
白
基
忠
息
、
東
南
院
前
大
僧
正
聖
兼

入
室
、
玄
慶
法
印
入
壇
資
、
頼
瑜
法
印
重
受
、
」
と

あ
る
（
同
右
）。

３　

聖
尋
…
元
亨
四
年
（
一
三
二
四
）
補
任
。「
第
五
十
九
僧
正

聖
尋
鷹
司
大
殿
基
忠
息
、
阿
弥
陀
院
聖
忠

僧
正
入
壇
資
、
定
耀
法
印
重
受
、

」
と
あ
る
（
同

右
）。

４　

聖
珍
…
応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
補
任
。「
第
六
十
九
無
品

親
王
聖
珍
伏
見
院
宮
、
東
南
院
、
阿

弥
陀
院
聖
尋
入
壇
資
、

」
と
あ
る
（
同
右
）。

　

右
の
四
名
は
い
ず
れ
も
醍
醐
寺
僧
よ
り
三
宝
院
流
の
付
法
を
受

け
て
い
る
。
こ
の
う
ち
聖
忠
は
延
慶
元
年
（
一
三
〇
八
）
に
、
聖

尋
は
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
に
、
聖
珍
は
文
和
三
年
（
一
三
五

四
）
に
東
寺
長
者
に
補
任
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
東
大
寺
僧
に

対
す
る
醍
醐
寺
僧
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
醍
醐
寺
初
度
陳

状
」
に
、「
凡
補
座
主
者
、
延
喜
十
九
年
以
来
者
、
根（聖
宝
）本僧
正
弟

葉
次
第
補
也
、
第
十
座
主
慶
助
以
来
以
譲
任
之
、
非
当（醍
醐
寺
）
寺
々
僧
者
、

全
不
補
、
不
遂
秘
宗
之
受
学
者
更
莫
任
、
何
時
代
非
当
寺
々
僧
、

号
為
東
大
寺
々
僧
者
令
補
任
哉
」
と
あ
る
。
醍
醐
寺
座
主
は
聖
宝

の
門
葉
が
補
任
さ
れ
て
き
た
職
で
あ
り
、
醍
醐
寺
僧
で
な
け
れ
ば

決
し
て
座
主
職
に
補
任
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
東
大
寺
僧
と
自
称

す
る
者
を
補
任
す
る
こ
と
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲

「
醍
醐
寺
重
陳
状
」
に
も
、「
聖
兼
・
聖
忠
等
東
大
寺
僧
等
皆
来

当（醍
醐
寺
）
寺
受
真
言
、
然
則
東
大
寺
僧
当
寺
真
言
宗
僧
也
」
と
あ
り
、
座

主
職
に
補
任
さ
れ
た
聖
兼
や
聖
忠
等
の
東
大
寺
僧
は
い
ず
れ
も
醍

醐
寺
に
来
寺
し
て
真
言
密
教
の
付
法
を
受
け
た
の
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
こ
れ
ら
の
東
大
寺
僧
は
醍
醐
寺
の
真
言
宗
僧
で
あ
る
と
主

張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
醍
醐
寺
で
は
三
宝
院
流
の
付

法
を
受
け
た
こ
れ
ら
の
東
大
寺
僧
を
醍
醐
寺
僧
と
み
な
し
た
か
ら

こ
そ
座
主
と
し
て
受
け
入
れ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
彼
ら
を
「
東

寺
」
に
帰
属
す
る
と
認
識
し
た
上
で
東
寺
長
者
に
も
据
え
た
わ
け

で
あ
る
。
一
方
、
自
寺
こ
そ
が
「
真
言
宗
本
所
」
で
あ
る
と
明
言

し
た
東
大
寺
側
に
は
「
東
寺
」
へ
の
帰
属
意
識
は
な
か
っ
た
は
ず

で
、「
本
寺
」
僧
が
「
末
寺
」
を
管
領
す
る
の
は
至
極
当
然
と
の

認
識
の
も
と
で
醍
醐
寺
座
主
に
就
任
し
た
聖
兼
等
を
見
て
い
た
と

推
察
さ
れ
る
。
東
大
寺
と
醍
醐
寺
と
の
間
に
は
こ
う
し
た
認
識
の

隔
た
り
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
が
、
そ
の
根
本
に
は
血
脈
の
重

要
性
に
対
す
る
両
寺
の
認
識
の
差
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
必

ず
し
も
血
脈
を
最
優
先
と
し
て
い
な
い
東
大
寺
に
対
し
、
東
寺
長

者
を
東
寺
に
送
り
込
む
醍
醐
寺
や
仁
和
寺
を
は
じ
め
と
す
る
「
東

寺
」
諸
寺
院
も
、
受
け
入
れ
る
東
寺
側
も
、
血
脈
最
重
視
と
い
う

認
識
を
共
有
し
、「
東
寺
」
内
部
の
秩
序
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
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い
え
る
。

　

こ
の
血
脈
に
基
づ
く
「
東
寺
」
内
の
秩
序
を
考
え
る
時
、
無
視

で
き
な
い
の
は
醍
醐
寺
に
伝
存
す
る
「
天
長
印
信
」（
後
醍
醐
天

皇
宸
筆
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
長
二
年
（
八
二
五
）
に
空
海
が
門

弟
真
雅
に
付
法
の
証
と
し
て
授
け
た
と
さ
れ
る
も
の
で
、
末
尾
に

は
文
観
に
よ
る
次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
。

此
印
信
文
者
、
大
師
御
筆
、
代
々
座
主
相
承
之
重
宝
也
、
然

祖
師
三
宝
院
権（
勝
覚
）
僧
正
時
、
一
本
写
之
、
座
右
置
之
、
常
為
拝

見
也
、
正
写
共
三
宝
院
嫡
々
相
承
大
事
、
不
伝
此
印
信
、
輙

号
嫡
弟
者
冥
慮
可
恐
々
々
、
然
今（後
醍
醐
天
皇
）

上
聖
主
誠
大
師
再
誕
、
秘

蔵
帝
王
、
仍
為
末
代
法
流
重
宝
、
延
元
四
年
六
月
十
五
日
、

今
上
皇
帝
震
〔
宸
〕筆
所
申
下
也
、
代
々
座
主
之
外
、
不
可
開
見
、

若
違
此
旨
、
宗
三
宝
・
八
大
高
祖
知
見
證
罰
給
、
勿
異
々
々
、

于
時
延（一
三
三
九
）

元
四
年
六
月
十
六
日
記
之
、
但
一
行
余
二
十
字
御
脱

洛〔落
〕了
、
無
念
々
々
、

　
　
　
　
　

醍
醐
寺
座
主
大
僧
正
法
印
大
和
尚
位
弘
真
（
花
押
）

　

こ
こ
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、「
天
長
印
信
」
は
代
々
の
醍
醐
寺

座
主
が
相
承
し
、
三
宝
院
勝
覚
（
一
〇
五
七
─
一
一
二
九
）
よ
り

三
宝
院
流
正
嫡
が
継
承
す
る
「
嫡
々
相
承
大
事
」
と
さ
れ
て
き
た

も
の
で
、
空
海
か
ら
嫡
流
を
相
承
し
た
人
物
を
真
雅
と
す
る
認
識

が
こ
の
印
信
に
表
現
さ
れ
る
。「
醍
醐
寺
重
陳
状
」
に
も
、「
小

野
・
広
沢
正
流
共
非
実
恵
僧
都
之
流
歟
」
と
明
記
さ
れ
、
真
言
密

教
の
嫡
流
は
空
海
か
ら
東
寺
を
継
承
し
た
実
恵
の
法
流
で
は
な
い

と
い
う
認
識
が
同
様
に
示
さ
れ
て
い
る
。「
天
長
印
信
」
は
「
大

師
御
筆
」
と
さ
れ
る
も
の
の
、
偽
書
と
み
る
の
が
通
説
と
な
っ
て

い
る
。「
天
長
印
信
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
べ
き
重

要
な
問
題
で
あ
る
が
、
聖
宝
・
益
信
を
祖
と
す
る
法
流
（
小
野

流
・
広
沢
流
）
は
、
空
海
・
真
雅
の
系
譜
を
引
い
て
い
る
と
の
認

識
が
醍
醐
寺
の
中
核
的
院
家
で
あ
る
三
宝
院
で
は
継
承
さ
れ
て
き

て
お
り
、
三
宝
院
流
は
真
雅
の
流
れ
を
汲
む
真
言
密
教
の
嫡
流
で

あ
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
東
寺
と
嫡
流
は
乖
離
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
う
し
た
根
本
的
な

問
題
を
抱
え
な
が
ら
東
寺
と
「
東
寺
」
を
称
す
る
諸
寺
院
と
の
関

係
性
が
築
か
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

実
際
に
東
寺
に
お
け
る
修
法
勤
修
の
事
例
を
見
て
も
、
内
実
は

小
野
流
・
広
沢
流
に
よ
る
勤
修
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

『
東
宝
記
』
第
五
に
記
さ
れ
る
「
当（東
寺
）寺代
々
御
修
法
勤
例
」
に
は
、

臨
時
の
修
法
と
し
て
勤
修
さ
れ
た
仁
王
経
法
と
孔
雀
経
法
が
主
に

列
挙
さ
れ
る
。
仁
王
経
法
は
、
空
海
に
よ
る
年
紀
未
詳
の
勤
修
か

ら
暦
応
五
年
（
一
三
四
二
）
の
勤
修
ま
で
十
例
が
挙
げ
ら
れ
、
そ

の
中
に
は
定
済
・
弘
真
・
賢
俊
ら
醍
醐
寺
僧
に
よ
る
勤
修
が
含
ま

れ
る
。
孔
雀
経
法
は
、
永
承
二
年
（
一
〇
四
七
）
の
勤
修
か
ら
寛

元
五
年
（
一
二
四
七
）
ま
で
の
十
四
例
が
列
記
さ
れ
、
そ
の
他
、
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不
動
法
・
仏
眼
法
・
五
壇
法
の
勤
修
例
が
数
例
示
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
の
事
例
は
東
寺
長
者
も
し
く
は
前
長
者
に
よ
る
勤
修
で
あ
る
が
、

内
実
は
い
ず
れ
も
小
野
流
・
広
沢
流
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
特
に
仁
王
経
法
は
醍
醐
寺
の
、
孔
雀
経
法
は
仁
和
寺
の
象
徴

的
修
法
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。「
当（東
寺
）寺代
々
御
修
法
」
と

の
如
く
東
寺
の
空
間
内
で
勤
修
さ
れ
た
修
法
で
あ
る
こ
と
は
確
か

で
あ
る
が
、
勤
修
主
体
は
東
寺
長
者
と
い
う
立
場
に
あ
る
醍
醐
寺

僧
や
仁
和
寺
僧
で
、
東
寺
外
部
に
拠
点
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
以
上
は
一
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
東
寺
の
法
会
は
真
言
密

教
の
嫡
流
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
法
流
の
力
を
借
り
る
こ
と
で

支
え
ら
れ
て
い
た
側
面
が
大
き
い
。
真
言
密
教
に
お
い
て
は
、
嫡

流
相
承
の
事
相
と
そ
の
口
伝
が
何
よ
り
も
重
ん
じ
ら
れ
る
。「
弘

法
大
師
流
」
嫡
流
の
相
承
拠
点
を
め
ぐ
る
問
題
、
す
な
わ
ち
血
脈

上
で
空
海
の
下
に
真
雅
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
東
寺
と

嫡
流
の
乖
離
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
詳
細
な
検
討
が
今
後
不
可

欠
で
あ
り
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
東
寺
に
お
い
て
展
開
し
た
事
相
・

教
相
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
寺
観
智
院
杲
宝
に
よ
っ

て
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
に
撰
述
さ
れ
た
「
我
慢
（
（（
（
抄
」
に
は
、

「
夫
仁
和
・
醍
醐
両
寺
者
、
在
東
寺
左
右
、
住
持
大
師
遺
法
、
共

法　

朝
廷
之
護
持
、
同
祈
萬
国
之
利
安
、
喩
如
車
両
輪
、
亦
似
鳥

二
翼
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
杲
宝
は
東
寺
を
中
心
に
据
え
、
左
右
に

仁
和
寺
と
醍
醐
寺
を
配
し
て
い
る
も
の
の
、
実
際
の
立
場
は
必
ず

し
も
こ
の
通
り
で
は
な
く
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
立
場
は
明
ら
か
に

逆
転
し
て
い
た
と
さ
れ
（
（（
（
る
。「
弘
法
大
師
流
」
の
事
相
の
二
大
拠

点
と
な
っ
た
仁
和
寺
・
醍
醐
寺
こ
そ
が
「
大
師
遺
法
」
に
基
づ
い

て
公
家
お
よ
び
国
家
の
護
持
や
現
世
利
益
を
実
現
す
る
祈
祷
を
支

え
た
実
質
的
な
中
心
寺
院
で
あ
り
、「
東
密
」
の
継
承
を
支
え
る

重
要
寺
院
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
東
寺
僧
が
明
示
し
た
三

寺
の
関
係
性
を
仁
和
寺
・
醍
醐
寺
が
共
に
受
け
入
れ
て
い
た
の
は
、

先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
真
言
宗
僧
と
し
て
の
昇
進
に
東
寺
が
不

可
欠
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
至
っ
て
世
俗
的
な
要
素
が
密
接
に
絡

ん
で
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
東
寺
」
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、

法
流
相
承
と
い
う
要
件
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
東
寺
と
「
東

寺
」
を
称
し
た
諸
寺
院
と
の
関
係
性
が
そ
れ
に
大
き
く
影
響
を
受

け
な
が
ら
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
決
し
て
軽
視
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
小
野
流
・
広
沢
流
の
密
教
、
特
に
両
流
の
中
核
を
成
す
仁
和

寺
・
醍
醐
寺
の
密
教
が
東
寺
に
い
か
に
取
り
込
ま
れ
、
東
寺
空
間

の
中
で
事
相
・
教
相
両
面
に
お
い
て
い
か
な
る
展
開
を
見
せ
た
の

か
、
ま
た
そ
れ
に
対
し
東
寺
独
自
の
密
教
が
い
か
に
形
作
ら
れ
て

い
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
は
、「
東
密
」
史
を
解
明
す
る
上
で
不

可
避
の
課
題
で
あ
る
。
特
に
、
真
言
密
教
の
嫡
流
を
自
負
す
る
醍
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醐
寺
が
東
寺
と
並
ぶ
真
言
宗
の
「
本
寺
」
を
自
称
す
る
に
至
る
内

実
を
辿
る
こ
と
は
、「
東
密
」
の
基
礎
確
立
過
程
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
「
東
密
」
諸
寺
院
が
抱

え
る
「
東
寺
」
と
法
流
と
い
う
聖
俗
両
面
に
わ
た
る
二
つ
の
意
識

を
ふ
ま
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
再
度
強
調
し
て
お
き
た

い
。お

わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
史
料
上
に
記
さ
れ
る
「
東
寺
沙
門
」
を
は
じ
め
と

す
る
「
東
寺
」
を
冠
し
た
自
称
表
記
を
手
が
か
り
に
、
東
寺
の
住

僧
に
限
ら
ず
東
寺
以
外
に
拠
点
を
も
つ
寺
僧
に
も
見
出
さ
れ
た

「
東
寺
」
僧
と
し
て
の
意
識
に
注
目
し
、「
東
寺
」
意
識
形
成
の
内

実
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

ま
ず
第
一
章
で
は
、
史
料
上
に
お
け
る
「
東
寺
」
を
伴
う
自
称

の
登
場
に
つ
い
て
考
察
し
た
。「
東
寺
」
を
冠
す
る
自
称
表
記
の

使
用
は
十
一
世
紀
後
期
ま
で
は
確
実
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
但

し
、
東
寺
御
影
供
の
創
始
当
初
か
ら
祭
文
に
「
東
寺
沙
門
」
の
呼

称
が
使
用
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
十
世
紀
初
頭
ま
で
遡
る
可
能
性

も
あ
る
。
そ
し
て
、
仁
和
寺
僧
・
醍
醐
寺
僧
に
よ
る
「
東
寺
」
僧

の
自
称
が
比
較
的
早
い
段
階
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

第
二
章
で
は
、「
東
寺
」
意
識
の
萌
芽
は
自
称
表
記
と
し
て
の

「
東
寺
」
が
史
料
上
に
現
れ
る
に
先
立
っ
て
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る

と
い
う
推
測
の
も
と
、「
東
寺
」
と
い
う
自
称
を
支
え
た
意
識
の

形
成
過
程
を
辿
っ
た
。
ま
ず
、
空
海
よ
り
東
寺
を
継
承
し
た
実
恵

の
段
階
か
ら
既
に
「
東
寺
」
意
識
は
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

醍
醐
寺
僧
や
仁
和
寺
僧
な
ど
東
寺
外
部
に
拠
点
を
有
す
る
者
の
抱

く
「
東
寺
」
意
識
と
は
そ
の
生
成
の
意
味
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
醍
醐
寺
僧
や
仁
和
寺
僧
の
「
東
寺
」
意
識
萌
芽
の
重
要
な

前
提
と
し
て
、
東
寺
外
部
に
拠
点
を
持
つ
東
寺
長
者
真
雅
の
法
務

補
任
と
い
う
実
績
が
あ
り
、
そ
れ
に
引
き
続
き
醍
醐
寺
聖
宝
・
仁

和
寺
益
信
お
よ
び
醍
醐
寺
観
賢
な
ど
が
相
次
い
で
東
寺
長
者
と
法

務
を
兼
任
し
た
こ
と
が
「
東
寺
」
意
識
の
高
揚
を
促
進
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
東
寺
長
者
と
法
務
と
の
つ
な
が
り
が
意
識
さ
れ
る
中

で
、
昇
進
の
足
が
か
り
と
し
て
醍
醐
寺
僧
や
仁
和
寺
僧
は
東
寺
へ

の
接
近
を
図
る
と
と
も
に
、
宗
教
的
側
面
に
お
い
て
も
「
東
寺
」

の
権
威
づ
け
を
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
う
か
が
わ
れ
た
。
実
恵
の

「
東
寺
」
意
識
を
基
盤
と
し
て
、
益
信
に
よ
る
東
寺
年
分
度
者
の

確
保
、
観
賢
の
東
寺
御
影
供
創
始
、
寛
助
に
よ
る
東
寺
結
縁
灌
頂

の
昇
進
階
梯
へ
の
位
置
づ
け
な
ど
、
東
寺
長
者
と
い
う
立
場
を
介

し
た
東
寺
外
部
の
諸
僧
に
よ
る
「
東
寺
」
意
識
に
基
づ
く
一
連
の

動
き
こ
そ
が
、「
東
寺
」
密
教
す
な
わ
ち
「
東
密
」
が
「
台
密
」

と
並
ぶ
社
会
的
地
位
を
確
立
す
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
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い
え
よ
う
。

　

第
三
章
で
は
、「
東
密
」
史
を
考
え
る
た
め
の
重
要
な
要
件
と

し
て
、「
東
寺
」
を
自
認
す
る
諸
寺
院
が
共
有
し
た
血
脈
重
視
の

姿
勢
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
真
言
宗
の
本
寺
は
東
寺
で
あ
る
と
い

う
認
識
に
異
議
を
唱
え
た
東
大
寺
に
対
し
て
も
、「
東
寺
」
へ
の

帰
属
意
識
を
持
つ
醍
醐
寺
は
血
脈
の
正
統
性
に
基
づ
き
、
東
寺
が

真
言
宗
の
本
寺
に
他
な
ら
ず
、
東
大
寺
の
密
教
で
は
な
く
「
東

寺
」
の
密
教
こ
そ
が
真
言
密
教
で
あ
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
た
。

醍
醐
寺
や
仁
和
寺
の
間
に
は
、
僧
位
僧
官
の
昇
進
と
い
う
至
っ
て

世
俗
的
な
側
面
に
お
け
る
東
寺
へ
の
期
待
が
あ
り
、
真
言
密
教
の

嫡
流
の
相
承
拠
点
を
自
負
す
る
自
寺
に
常
住
し
て
東
寺
を
居
所
と

す
る
こ
と
は
な
い
な
が
ら
も
、
聖
俗
両
面
に
お
け
る
東
寺
へ
の
継

続
的
な
関
与
を
求
め
た
。
こ
の
よ
う
な
「
東
寺
」
意
識
と
表
裏
一

体
に
な
っ
て
い
た
の
が
法
流
意
識
で
あ
り
、
真
言
密
教
の
嫡
流
を

標
榜
す
る
醍
醐
寺
や
仁
和
寺
は
嫡
流
相
承
の
口
伝
を
掲
げ
て
東
寺

に
入
り
込
み
、
嫡
流
と
乖
離
さ
せ
ら
れ
た
東
寺
は
そ
れ
を
受
け
入

れ
る
こ
と
で
存
続
を
図
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
東
寺
」
意
識
と
法
流
意
識
と
い
う
矛
盾
す
る
と
も
い
え
る
二

つ
の
意
識
こ
そ
が
、
醍
醐
寺
・
仁
和
寺
お
よ
び
「
東
寺
」
を
称
す

る
諸
寺
院
と
東
寺
と
の
関
係
性
の
根
本
に
あ
っ
た
わ
け
で
、
こ
れ

は
「
東
密
」
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
、
宗
教
的
側
面
の
み
な
ら
ず

政
治
的
・
制
度
的
な
側
面
に
お
い
て
も
重
要
な
前
提
と
な
る
と
い

え
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
二
つ
の
意
識
は
東
寺
と
醍
醐
寺
・
仁
和
寺

そ
れ
ぞ
れ
に
現
存
す
る
史
料
の
性
格
や
生
成
の
実
態
に
も
少
な
か

ら
ず
反
映
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
血
脈
上
、
空
海
の
下
に
真

雅
を
位
置
づ
け
る
真
言
密
教
の
嫡
流
意
識
の
形
成
過
程
や
そ
の
後

の
経
緯
等
、
検
討
す
べ
き
問
題
を
多
く
残
し
て
し
ま
っ
た
が
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（１
）　

上
島
有
氏
「
東
寺
の
歴
史
」（『
東
寺
の
歴
史
と
美
術
』
総
論
一
、

東
京
美
術
、
一
九
九
六
年
）。

（
２
）　

永
村
眞
氏
「「
院
家
」
と
「
法
流
」
─
お
も
に
醍
醐
寺
報
恩
院

を
通
し
て
─
」（
稲
垣
栄
三
氏
編
『
醍
醐
寺
の
密
教
と
社
会
』
山
喜

房
佛
書
林
、
一
九
九
一
年
）、
同
「
中
世
醍
醐
寺
の
教
相
と
論
義
」

（
中
尾
堯
氏
『
鎌
倉
仏
教
の
思
想
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

二
年
）
他
。

（
３
）　

藤
井
雅
子
氏
『
中
世
醍
醐
寺
と
真
言
密
教
』（
勉
誠
出
版
、
二

〇
〇
八
年
）。

（
４
）　

拙
著
『
中
世
密
教
寺
院
と
修
法
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
５
）　
『
真
言
宗
全
書
』
三
九
所
収
。

（
６
）　

大
須
本
「
孔
雀
経
法
記
」。

（
７
）　

康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）
六
月
十
三
日
「
太
政
官
牒
」（
宮
内

省
図
書
寮
所
蔵
文
書
）
に
よ
る
。



中
世
寺
院
社
会
に
お
け
る
「
東
寺
」
意
識

八
一　
（
八
一
）

（
８
）　
『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
六
輯
下
所
収
。

（
９
）　
「
下
醍
醐
年
中
行
事
」（「
醍
醐
」
一
〇
二
函
一
五
八
号
）
に
よ

る
。

（
10
）　

拙
稿
「
醍
醐
寺
成
賢
と
密
教
修
法
」（『
日
本
歴
史
』
第
六
七
六

号
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
11
）　
『
鎌
倉
遺
文
』
二
四
─
一
八
五
七
〇
。

（
12
）　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
第
一
二
巻
、
四
二
三
頁
中
段
〜
四

二
六
頁
中
段
。

（
13
）　
「
類
聚
三
代
格
」
巻
二
所
収
。

（
14
）　

牛
山
佳
幸
氏
『
古
代
中
世
寺
院
組
織
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
〇
年
）
第
五
章
第
三
節
。

（
15
）　
『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
所
収
「
太
政
官
符
」。

（
16
）　

同
右
。

（
17
）　

東
宝
記
刊
行
会
編
『
国
宝
東
宝
記
原
本
影
印
』（
東
京
美
術
、

一
九
八
二
年
）
所
収
（
巻
八
）。

（
18
）　
『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
所
収
。

（
19
）　

前
掲
『
国
宝
東
宝
記
原
本
影
印
』
所
収
（
巻
四
）。

（
20
）　

永
村
眞
氏
「「
真
言
宗
」
と
東
大
寺
─
鎌
倉
後
期
の
本
末
相
論

を
通
し
て
─
」（
中
世
寺
院
史
研
究
会
『
中
世
寺
院
史
の
研
究
』
法

蔵
館
、
一
九
八
八
年
所
収
）。

（
21
）　
『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
七
輯
下
所
収
。

（
22
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
三
宝
院
旧
記
』
廿
五
所
収
。
な
お
、

国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
真
福
寺
善
本
叢
刊
』
第
十
巻
（
第
二
期

全
十
二
巻
、
臨
川
書
店
）
も
合
わ
せ
て
参
照
し
た
。

（
23
）　

東
寺
所
蔵
「
醍
醐
寺
所
進
具
書
案
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

影
写
本
）。

（
24
）　
『
真
言
宗
全
書
』
第
二
一
所
収
。

（
25
）　

永
村
眞
氏
「
中
世
寺
院
の
秩
序
意
識
」（『
日
本
宗
教
文
化
史
研

究
』
第
一
〇
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
付
記
）
本
稿
は
、
平
成
二
十
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研

究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　

史
料
閲
覧
に
際
し
て
格
別
の
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
醍
醐
寺
当

局
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


